
五女

阿菊長女

於市二女

阿梅三女

あくり四女

幸昌

三男 岩城真田家初代

☆

☆

石合重定正室

早世

片倉重長継室

蒲生郷喜正室

夏の陣自刃

片倉定広正室

石川貞清正室

お家騒動により改易。

湯沢の
が入る。

岩倉館

岩谷館

矢島八森古城

1359人

1868～1869戊申戦争

3588人

8625人

姉

幸信

母　豊臣秀次娘隆清院

母　大谷吉継娘竹林院（正室）

母　堀田興重娘

母　高梨内記娘

おかね七女

阿菖蒲六女

なほ

？

豊
臣
秀
吉

日
秀
尼

結婚５日後

（
菊
亭
晴
季
娘
）

城を出、日秀尼や姉の元に逃れる。

豊
臣
秀
次

隆
清
院

淀
殿

大
政
所

鶴
松

次男

当時生後１ケ月

出自は不明

39人斬首、最上義光娘駒姫15才も。

捕えられるが、真田信之の尽力で、

大阪夏の陣の時は身重。

守信

長男

☆印は伊達を表す

３年間江戸城勤めで済む。

町人に身をやつし、転々とする。

☆

伊達真田家初代

之親

多
賀
谷

☆

九女

四男

八女

多賀谷宣家継室

？

宣
家

捕えられ斬首

20才

一
の
台

菊 真
田
幸
村

秀
頼

弥
右
衛
門

三
好
吉
房

密書を運ぶ途中

夫は大阪城に入る

蚶満寺

弥生時代

第２次由利十二頭の時代

28年間

亀田の歴史

鉄の輸入

250～592（342年間）

高句麗滅亡668

　　百済⇔新羅＋唐

多くの高句麗人が東日本に逃れる。

４万年前にアイヌ人が、２万年前に沖縄人が到来。

660

縄文時代

米作りが始まり、争いが起こる。

大和朝廷（政権王権）発足。

由利勢5000仙北勢8000

源義経藤原⇔源頼朝

⑩最上義守

（お田の方）

安
倍
貞

任
妹

これを防ぐ。

710～794

清
原
武
則

武
貞

由利諸頭　矢島満安

人質自害（滝沢の母他童）

本州人の系統

関ヶ原の合戦。

岩城氏の動き

鎌倉時代前期

藤
原
経
清

当時は氷河期であり、海面は120m低い。

118年間

vas-2　sakura　検索

阿部比羅夫

大和武尊

多くの中国人が日本に逃れる。

実在が確かめられている最初の天皇15代応神天皇の母。

　高句麗⇔新羅＋唐

石器時代

秦の始皇帝中国統一

計

戦死者

その他

旧幕府軍

新政府軍

な
ほ
（
五
女
）

小
督
の
局

梅
小
路
？

幸
信
（
三
男
）

木
下

13562人

由利郡を与えられる。最上義光江戸時代

本荘城は

山形城は

最上氏

徳川の指示か？

家康の側近　秀忠にとっては邪魔者

宇都宮城吊り天井事件

265年間

赤尾津城には1603

1603～1868

楯岡満茂　

楯岡満茂

任那に前方後円墳13基。

卑弥呼(邪馬台国）

古墳時代

茨城県

300？神功皇后三韓征伐。

本多正純（本多正信長男）

が接収し、直ちに破却。

赤尾津城は廃城。本荘に移る。

が接収。

大坂夏の陣。

佐竹義宣（久保田藩初代）

1612

1622

1615

最上義光の時代

大坂夏の陣当時11歳か？

法隆寺百済観音

球形

高麗神社

ネアンデルタール人と混血。

続
縄

文
時

代

地輪

風輪

五輪卒塔婆

水輪
方形

１～４％

亀田藩主

隠居
総泉寺にて

1868　戊申戦争

1853　黒船来航

岩谷 石沢

平
成

衡
(
養
子
）

源
頼

義
娘

百済神社

養子に入るが、兄の死去により
末期養子として家督を継ぐ。

第１次西園寺内閣の逓信大臣
明治41年

五大＝宇宙を構成する
５つの要素。

六体地蔵
天道
人道

美濃郡上藩

火輪

納骨堂　昭和５年

宝形

宝珠形
半球形

貴族院議員 ゆきよし

外叔父の真田秀八郎（岩城隆謨）の

空輪

隆邦

宮川藩九代藩主

26万人⇒8万人

キリスト誕生はBC4年(2000年前）

蝦夷

北陸道郡　越後⇒出羽

払田柵

赤尾津

⑤村望

上田生まれは、長女と二女の二人だけ

ムハンマド誕生はAD570年頃(1500年前）

豊臣系（池田）なので助命された。

ちかすえ

嫡男三経は追放

(養子）

佐竹に帰る

なほ系図

所在地

離縁
長女

上杉景勝に味方したため取り潰し

20万5千石

常陸54万5千石

浪人

戸村家から

多賀谷家は

養子を迎える

女

正誠婿養子

平成28年3月

最後の

滝沢

堀田正養

廃嫡

打越仁賀保

最上

①宗直

幕臣

69才

たかつね

三沢清長

改易

17才

奥州仕置

本能寺の変

1615

69才

秀次切腹

1616

関ヶ原の合戦

1595

大坂夏の陣

家康死去

隆邦

隆徳

たかあき

隆彰

⑧斉村

⑮晴宗

⑥隆恭

1830シーボルト

養子

1590

明治42年再相続

秋田県能代市桧山

天明の大飢饉　百姓一揆　４名打首

1761秋田退散事件107+500人

たかつぐ

①同上

多賀谷

①宣家

赤油衣

①同上

⑧隆喜

のぶたか

④秀隆

たかのり

よしたか

1582

たかよし

③重隆
しげたか

⑦隆恕

景隆（廃嫡）

⑲吉隆

米沢⇒宮城県

⑯輝宗

⑦村将

⑰正宗

馬場為八郎

1564

女

なお

たかひろ

④村隆

⑥村富

③綱宗

修羅道
畜生道
餓鬼道
地獄道

⑦青山幸宜

（結城氏への婚礼の行列を襲う？）

①政隆

④綱村

1600

⑪隆政　

⑤吉村

（二男）

④義格

たかくに

1562

伊　達

久保姫同母妹

⑭植宗

⑥宗村

1584

養子

⑦国村（重村）

②忠宗

岩谷堂伊達

和田三折

②国隆

⑰義昭

①同上

⑱義重

②義隆

桂樹院

上杉景勝　直江兼続⇔最上義光＋伊達正宗

高句麗

高句麗

独島

ﾘｱﾝｸｰﾙ岩礁

百済

⑫隆邦
安倍氏の一族かも

⑨隆永　

を名乗る。

1213～1333

信州に逃れる

平安時代

奈良時代

町場

794～1185

奥州合戦

由利郡を賜るが、子無く、甥の

維久

中国国境

由利氏の時代

許されて、西目の浜舘に入る。

に入り、

1339

1333～1466

1582

小笠原朝保

小笠原光貞

1213

室町時代前期

赤尾津
133年間

1582

鎌倉時代中後期

竹島

大弐局

200km

に譲る。

室町時代後期

1467～1573

小笠原大井朝光

大野築舘
由利維貫

天鷺速男

1083～1087
391年間

後三年合戦

1588

角館の

1600

大曲の
107年間

に討たれる。

由利仲八維平

1467

たかなが

1730大野堰開通

かげたか

岩手県奥州市

（小田原攻めの陣中にて病死　24才）

清
原
家
衡

由利八郎維友　真坂次郎（上直根）

③宗規

六男五女

③義処

奥州藤原氏

後三年駅

庄内

1189

藤
原
清
衡

1185～1212

中尊寺金色堂

1190

1051～1062

清
原
真
衡

に襲われ、天鷺城に逃れる

を攻め、西馬音内城に追いやる。

赤尾津左衛門尉家保

幕府の命により、新十二頭下向。

1572

大井光泰

出羽八郎維名（振名の子孫？）＋坂上田村麻呂

平安の風わたる公園
清原家衡⇔清原（藤原）清衡＋源義家

戸沢前田

23才

多賀谷宣隆の側室となる

３代重隆を生む

多賀谷宣隆亀田藩を継ぐ25才

16才

許され京に行き母と暮らす

佐竹屋敷（日野屋敷にて）

17才

佐竹義宣と宣隆の給仕役を務める

26才

1619

1618

1620

1628

1626

31才

妙慶寺を建立

継室となる

江戸藩邸にて病死32才

なほ　直　お田の方　顕性院　略歴

長野県佐久市岩村田

1604 なほ九度山で出生 0才

真田本城

長野県上田市真田町長

長野県下高井郡木島平村中村

大井朝光（大井城）

信濃中村藩（川中島藩）

11才

大阪夏の陣12才 父信繁戦死

15才

長女　二男隆房

大阪冬の陣1614

父信繁真田丸を築き戦う

1615

母と炊き出しを行う

1629

由利領を没収される。身柄は久保田藩に預けられる。

秋田藩の希望により、由利領の百三段郷３ケ村と秋田領の大沢郷４ケ村が、交換される。

本多正純

宇都宮15万石から、由利５万５千石に転封されるが、これを拒絶。1622

亀田には、岩城吉隆が、信濃川中島１万石から入る。

由利郡は、亀田藩　本荘藩　矢島藩　仁賀保藩の４藩に分割される。1623

本多正純

秀次失脚の遠因と考える人もいる。

正室。

秀吉の側室話を断っていることも、

1324

御田の方（なお）の兄弟

本多正純の時代

1623

幸村の死後に誕生、三好を名乗り岩城家に仕える。

この３人と若御前だけが生き延びる
もう一人の正室である若御前は

離縁

江戸に送られ江戸城奥に務める

常陸国下妻城主⑮多賀谷重経20万石

二女（四男）

1635

1634

なほは身重の母と共に

弟幸信出生

姉(梅小路？）の元に逃れる

秀吉の命による？

1590

さだたか

大坂冬の陣

岩城氏の時代

1614

1586

これらの人事は

⑲義宣（長男） ⑱貞隆（三男） 宣家

たかのぶ

天鷺城の出城

名入りの矢

(川口字岩倉）

釈迦誕生はBC463年(2500年前）

まさやす

米屋次郎兵衛に匿われ、幸信を生む

秋田県初の大臣

子はこの二人だけ

亀田駅西側の小山

長女

Ｙ染色体。

モンゴロイド
ネグロイド コーカソイド

⑥村景
水沢伊達

女米木の三ツ目の鬼

天皇家にも。

アテルイ　モレ

BC37建国

ミトコンドリア・イブ。

混血し原日本人となる。

ムラの時代

１万年前～BC300

振名

BC300～AD250
義姫

飛鳥時代

多くの百済人が西日本に逃れる。百済滅亡

が随行する。

663

明治23年

岐阜県郡上市

九男

詐欺により没落

貴族院議員

四男

658～660

滋賀県長浜市

（現在は停戦中）

まさみ

前沢三沢

1616

安土桃山時代

に攻められる。

伊達の血に戻る。
佐竹の血から

1600

岩城藩12万石改易

1615

慶長出羽合戦不戦

亀田藩２万石

大阪の陣は徳川方

安倍貞任　藤原経清⇔源頼義＋清原武則

1185

千人隠れ　米のとぎ汁

石田三成⇔徳川家康

横手

中国系26%　韓国系24%　沖縄系16%　アイヌ系8%　日本系5%　その他21%

⑧堀田正誠

滅ぶ802

前九年合戦 初子
側室

水軍180隻を率いて日本海側をロシアまで遠征。

1623

大宝寺氏

隆長隆治

２重丸は亀田に埋葬
②村為

駒姫

由利十二頭は、不戦の罪で罰せられる。

小野寺氏

慶長出羽合戦

1573～1603

戦死者由利勢50仙北勢480

30年間

信濃中村藩１万石

1602

赤尾津二郎　小助川図書　安東愛季　

（領民の希望によったもの）

と戦う。

仁賀保の鳥海弥三郎宗盛

任那
由利維久

８男１８女

維貫

ちかたか

たかまさ

ひでたか

に滅ぼされる。

1578

鎌倉時代は東北No.1

天鷺城は荒廃。

第１次由利十二頭の時代

1233

子無し

高句麗

新羅

由利維貫、光貞　朝保　光泰

由利仲八維政

を伴い、松ヶ崎に上陸。

121年間

岩　城

⑩隆信　

⑯親隆(長男）

⑮重隆⑯義篤

白村江

停戦ﾗｲﾝ 村興

宗房

久保姫

⑰常隆

しげたか

1620

福島県浜通

②宣隆

つねたか

佐　竹

相続年を表す

宝寿院

⑤隆詔

２組共いとこ同士

２男２女

齶田の恩荷 渟代の沙尼具那

岩城１２万石

二階堂盛義娘

亀田藩２万石

38才

59才

弁韓

初代王は朱蒙

辰韓

馬韓

大河兼任の乱

末期の550年間、中国は春秋戦国時代。

84年間

16万年前、アフリカ南東部に、ホモ・サピエンス・イダルトゥが出現。

592～710

鳥海山麓の豪族

没後誕生

天鷺速男の時代

維平、大河兼任に、毛々左田で討たれる

ホモ・サピエンス・サピエンスに進化し、世界中に散らばる。

２男１女

18才

1782～1788

３男４女

１男

５男１２女

男子は早世

対馬

20才

和田の乱での濡れ衣で、所領を没収される。

２男１女

明治44年死去

中村藩１万石

80才

46才

89才

19才

近江宮川藩

62才

七男

53才


